
守口市中学校コラボ給食開発プロジェクト

大阪国際大学短期大学部栄養学科2年次生が、守口市教育委員会や給食会社（株式会社万福）とコラボレー
ションして中学校給食のレシピ開発に挑戦し、同教育委員会に4食のオリジナルレシピが採用されました。
レシピ4食は2月の4日間で約2,000食が守口市内の全中学校（7校）へ提供されました。
本プロジェクトは守口市教育委員会と包括連携協定を結ぶ大阪国際学園との連携活動で、2025年度で9年目

になります。



夏休み

2025年度 取り組みスケジュール

各自で献立案を作成

献立案の検討・試作
班で話し合い

献立案の再検討・試作
班で話し合い

教育委員会・給食業者との調整

献立決定・献立だより作成

給食提供

９月

11月

2月

＜給食提供日＞
2026年2月4日（水）・６日（金）
2026年2月9日（月）・13日（金）







中学生との懇談 中学生と一緒に給食を食べながら懇談をしました。

校長先生との懇談 光宮校長先生と学生の取り組みについて懇談をしました。



◆  中学校給食メニュープロジェクトに参加し、授業で学んだ栄養バランスや調理効率の知識を活かして献立を
作成しました。

作成した献立に対して、教育委員会や給食会社の方々からプロの視点でアドバイスをいただいたことで、
学校の授業だけでは気づけなかった多くの学びがありました。  

◆初めは「全体的に量が多いかな」と思っていたけど、ほぼ全員が完食していたので、
中学生に給食を作るときは活動量が多いからこのくらいの量でもいいのだと気づきました。
「この味付けすき」「美味しい」と言いながら、たくさん食べてくれたことがとても嬉しかったです。
給食以外のことも話ができて非常に貴重な経験となりました。

中学校給食の取り組み全体を通しての学生の感想

【教員のコメント】
本プロジェクトは一部の学生による参加ではありますが、栄養学科の学生
にとって実践力を高める貴重な機会となっています。参加学生は、中学生
にとって魅力的で栄養バランスのとれた献立を目指し、情報収集から始ま
り、献立作成、試作、試食、意見交換、改善といった一連のプロセスを主
体的に経験します。実際の提供を通して得られる気づきや学びは大きく、
教室での学習だけでは得られない実践的な力の育成につながっています。
時間と労力を要する取り組みではありますが、本学科における教育の質を
高める重要な活動として、今後も発展していくことを期待しています。
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